
チームの代表者さまへ

同じチームのメンバーに情報を共有していただけると助かります。また、こちらの内容は、
PDFにしどなたでもダウンロードできるようにしてありますので、チームのメンバーには
⼤会HPを⾒ていただくようご連絡をお願いいたします。

⼤会のお知らせ
⽇付：2020年10⽉24⽇（⼟）
会場：AGFフィールド（味の素スタジアム⻄競技場）※甲州街道沿いから⼊場します
開場：8:00（⼤会側の準備が出来次第開場いたします）
受付：事前郵送のためなし（サーモカメラによるチェックで37.5℃以上と判断された場合、

別で⾮接触の検温を受けていただきます。それでも37.5℃以上の場合は⼊場できません）
更⾐室：使⽤可能ですが、可能な限り密にならないよう、更⾐室への⼊場を⼀時お待ち

いただく場合がございます。可能な限り着替えが必要ない格好でご来場ください。
シャワー室：感染拡⼤防⽌の観点から、今⼤会の利⽤は不可とします。
スタート時間：9:00（全てのカテゴリー）
ゴール：4時間の部 13:00 /  8時間の部 17:00
表彰：ゴールから約30分後に予定しています。
飲⾷：⼤会中は特に飲⾷物の販売等がございませんので、必要なものは購⼊してご来場

ください。また、飲⾷可能エリアは⼊り⼝のアプローチ広場のみ可能です。
ルール：
① どのカテゴリーにおかれましても、誰が何周⾛ってからタスキをつないでも⼤丈夫です。
しかしながら計測マットを後ろに戻るとエラーが出てしまうので、計測マットを戻らない
ようお願いいたします。
② タスキは会場内のどこでリレーしても問題ありませんが、トラックの第3レーンの外側で
⾏うようお願いいたします。
③ 本イベントは、リアルタイムの速報が⾒られます。会場内に設置してあるQRコードを
読み込んでいただき、楽しんでいただければと思います。
④ ツバやタンを吐く⾏為を禁⽌します。

お願い：
① 本イベントはコロナ禍での開催に伴い、様々な制約がございます。会場内にも注意事項を
掲載しておりますので、必ずご確認いただき、ご協⼒をお願いいたします。
② 可能な限り更⾐室を利⽤しないで済む格好でご来場ください。
③ 感染拡⼤防⽌の観点から、スタッフも最⼩限で対応いたします。⾄らない点があるかと
思いますが、係員の指⽰に従ってください。
④ 右に記載されています『参加者が遵守すべき事項』『運動・スポーツを⾏う際の注意点』
をご⼀読いただき、ご協⼒をお願いいたします。

 

参加者が遵守すべき事項 

□以下の事項に該当する場合は、⾃主的に利⽤を見合わせること。 
ア 体調がよくない場合（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 
イ 同居家族や⾝近な知⼈に感染が疑われる⽅がいる場合 
ウ 過去 14 ⽇以内に政府から⼊国制限、⼊国後の観察期間を必要とされている国、地域等への
渡航⼜は当該在住者との濃厚接触がある場合 

□マスクを持参すること（受付時や着替え時等のスポーツを⾏っていない際や会話をする際には
マスクを着⽤すること。）。 

□こまめな⼿洗い、アルコール等による⼿指消毒を実施すること。 
□他の利⽤者、施設管理者スタッフ等との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保すること。（障がい
者の誘導や介助を⾏う場合を除く。） 

□利⽤中に⼤きな声で会話、応援等をしないこと。 
□感染防⽌のために施設管理者・主催者が定めた措置を遵守すること。 
□利⽤終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速やか
に濃厚接触者の有無等について報告すること。 

 
 

参加者が運動・スポーツを⾏う際の留意点 

□⼗分な距離を確保すること。 
□運動・スポーツの種類に関わらず、運動・スポーツをしていない間も含め、感染予防の観点か
ら、周囲の⼈となるべく距離を空けること（介助者や誘導者の必要な場合を除く。）。 

□強度が⾼い運動・スポーツの場合は、呼気が激しくなるため、より一層距離を空けること。 
□⾛る・歩くイベントにおいては、前の⼈の呼気の影響を避けるため、可能であれば前後一直線
に並ぶのではなく、並⾛する、あるいは斜め後⽅に位置取ること。 

□運動・スポーツ中に、唾や痰をはくことは極⼒⾏わないこと。 
□タオルの共⽤はしないこと。 
□飲⾷については、熱中症等のリスクも踏まえつつ指定場所で⾏い、周囲の⼈となるべく距離を
取って対⾯を避けること。また、飲⾷中の会話は控えめにすること。 

□飲料のボトルは個⼈で準備し、不特定多数でのボトルの共有は⾏わないこと。 
 
 
 
 
【参考】公益財団法⼈⽇本スポーツ協会  
    公益財団法⼈⽇本障がい者スポーツ協会  
    「スポーツイベントの再開に向けた感染拡⼤予防ガイドライン」   

 

参加者が遵守すべき事項 

□以下の事項に該当する場合は、⾃主的に利⽤を見合わせること。 
ア 体調がよくない場合（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 
イ 同居家族や⾝近な知⼈に感染が疑われる⽅がいる場合 
ウ 過去 14 ⽇以内に政府から⼊国制限、⼊国後の観察期間を必要とされている国、地域等への
渡航⼜は当該在住者との濃厚接触がある場合 

□マスクを持参すること（受付時や着替え時等のスポーツを⾏っていない際や会話をする際には
マスクを着⽤すること。）。 

□こまめな⼿洗い、アルコール等による⼿指消毒を実施すること。 
□他の利⽤者、施設管理者スタッフ等との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保すること。（障がい
者の誘導や介助を⾏う場合を除く。） 

□利⽤中に⼤きな声で会話、応援等をしないこと。 
□感染防⽌のために施設管理者・主催者が定めた措置を遵守すること。 
□利⽤終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速やか
に濃厚接触者の有無等について報告すること。 

 
 

参加者が運動・スポーツを⾏う際の留意点 

□⼗分な距離を確保すること。 
□運動・スポーツの種類に関わらず、運動・スポーツをしていない間も含め、感染予防の観点か
ら、周囲の⼈となるべく距離を空けること（介助者や誘導者の必要な場合を除く。）。 

□強度が⾼い運動・スポーツの場合は、呼気が激しくなるため、より一層距離を空けること。 
□⾛る・歩くイベントにおいては、前の⼈の呼気の影響を避けるため、可能であれば前後一直線
に並ぶのではなく、並⾛する、あるいは斜め後⽅に位置取ること。 

□運動・スポーツ中に、唾や痰をはくことは極⼒⾏わないこと。 
□タオルの共⽤はしないこと。 
□飲⾷については、熱中症等のリスクも踏まえつつ指定場所で⾏い、周囲の⼈となるべく距離を
取って対⾯を避けること。また、飲⾷中の会話は控えめにすること。 

□飲料のボトルは個⼈で準備し、不特定多数でのボトルの共有は⾏わないこと。 
 
 
 
 
【参考】公益財団法⼈⽇本スポーツ協会  
    公益財団法⼈⽇本障がい者スポーツ協会  
    「スポーツイベントの再開に向けた感染拡⼤予防ガイドライン」   


